






















はじめに

　著者らは過去 2 年間羊水の生理,特に羊水液成分の 0rigin こついて検討を重

ねて来た。

　羊水中の蛋白質については albumin,prealbumin の様な比較的低分子のもの

が多く存在し,分子量 17 万以下の蛋白質が殆んどで,半透膜的な透過機構の介

在が考えられた。しかし低分子量の haptoglobin などの動態に関する成績は生

物学的な選択機構の存在をも強く示唆するものであった。最近,蛋白質の電気

泳動の際に SDS を用いる新しい方法(SDS po1yacry1amide sucrose gradient

electrophoresis)が開発されたので,本年度はこの方法を用いて羊水,母児血清

の蛋白バンドの比較を試みた。


